
第７６回北海道高等学校体操競技・新体操選手権大会 

兼 第７６回全国高等学校体操競技・新体操選手権大会北海道予選会開催要項(案) 
 

 主  催     北海道高等学校体育連盟・北海道教育委員会・北海道体操連盟 

 後  援     （公財）北海道スポーツ協会 

 主  管     北海道高等学校体育連盟体操専門部 

 

１  期日および諸会議 

  新 体 操     令和５年６月 ７日（水）  器具設置・会場設営・ 

                 ８日（木）  練習・開始式・競技（個人） 

                     ９日（金）  競技（団体）・器具撤去・表彰式 

体操競技             １２日（月）  器具設置・会場設営 公式練習 

                    １３日（火）  開始式・競技・器具撤去・表彰式 

 ※新型コロナウイルス感染症対策により変更もあります。 

２  会  場 

  新 体 操   真駒内セキスイハイムアリーナ （ 〒005-0017 北海道札幌市南区真駒内公園1-1 ℡ 011-581-1972 ） 

  体操競技   北海道立野幌総合運動公園体育館（ 〒069-0832 北海道江別市西野幌481番地   ℡ 011-384-2166 ） 

 

３  競技規定 

  一部：日本体操協会競技規則及び採点規則（全国高等学校適用規則及び北海道高体連体操競技男子適用規則） 

  二部：北海道高体連体操専門部制定の競技規則 

※規則の詳細は北海道体操連盟ＨＰを参照のこと 

 （右記QRコードからも閲覧できます） 

 

４  参加資格 

(1) 北海道高等学校体育連盟に加盟している高等学校の生徒で、全道大会参加の資格を得た者（全道高校体育大会基準に 

よる）。 

  (2) 「高体連主催大会参加者災害補償制度」に加入した者、または加入の意志のある者。 

  (3) 令和５年度日本体操協会および北海道体操連盟に選手登録を完了した選手であること。 

  (4) 平成１６年４月２日以降に生まれた者。但し、出場は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。 

  (5) 転校後６カ月未満のものは参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）但し、一家転住等やむを得ない場合は、 

支部長の許可があればこの限りでない。 

  (6) 参加する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長が支障ないと判断した者とする。 

  (7) 参加資格の特例 

       ア 上記(1)に定める生徒以外で、(2)～(5)の大会参加資格を満たした生徒を、別途に定める規定に従い大会参加を 

認める。 

       イ (4)の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回限りとする。尚、

高等専門学校については、第３学年までの１９歳未満の者に限る。 

       ウ  統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

〔大会参加の別途規定〕 

  １ 北海道高等学校体育連盟加盟校以外の学校に在籍し、全道高校体育大会に参加を認められた生徒であること。 

  ２ 以下の条件を具備すること。 

    (1) 大会参加資格を認める条件 

    ア 北海道高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

    イ 参加を希望する学校にあっては、学齢、修業年限ともに高等学校と一致していること。また、連携校の生徒によ

る混成は認めない。 

    ウ 各学校にあっては、支部の予選会から出場が認められる。 

    エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに適切に行わ 

れており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 

 

 



    (2) 大会参加に際し守るべき条件 

     ア 全道高等学校体育大会参加生徒の指導基準及び全道高等学校体育大会参加者心得を遵守し、競技種目開催要項及

び申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

        イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに万一の事故の発生に備えて傷害保険に加入しておくなど、 

万全の事故対策を講じておくこと。 

        ウ 大会参加料は、エントリー選手１名１，５００円とする。 

 

５  次の事項に該当する者以外はアリーナに入ることはできない。（競技・練習時間帯） 

    ア 演技をする選手。 

        イ チームリーダー１名（参加申込書に記載された者） 

        ウ 音楽係１名（参加申込書に記載された者） 

        エ 監督と危険防止を目的とした指導者（参加申込書に記載された者） 

 

６  引率責任者及び監督 

引率責任者は当該校の教員で、監督は学校長が認めた教職員とする。ただし、監督については、種目の特性を考慮し、 

申し出により別途協議する。なお、引率責任者と監督が同一の場合は教員とする。 

 ※校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第78条の２に示された者）も可とする。 

 

７ 参加申込 

 (1) 申込方法 所定の用紙により、参加申込書鏡・参加申込書・参加料納付書・撮影許可申請書をメールと郵送の両方。 

 (2) 申 込 先  〒003-0859  札幌市白石区川北2261番地  

北海道札幌白石高等学校 道高体連体操専門部 吉田義経 宛 

         TEL 011-872-2071      ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ tsune27gym@yahoo.co.jp  

(3) 申込締切 メール申込期限 令和５年５月２３日（火）     ※件名：2023高体連全道大会参加申込（学校名） 

郵 送申込期限  令和５年５月２５日（木）消印有効 ※封筒表面に 参加申込書在中 と記載 

  (4) そ の 他   ①予選の関係で期日に間に合わない支部は、上記メールアドレスまで連絡願います。 

              ②抽選結果等はメールにて配信いたします。参加申込書鏡に返信先メールアドレスを記入すること。 

 

８  参加料 

   選手（補欠も含む）１名につき１，５００円。５月２５日（木）までに大会事務局宛振り込むこと。 

          振込先  北洋銀行    菊水上町支店（店番 １６０） 普通預金  口座番号（３０２６４８５） 

口座名  道高体連体操専門部 委員長 吉田義経 

 

９ 選手遵守事項（全国高体連体操専門部遵守事項による） 

     ア  高校生として、またスポ－ツマンとして好ましからぬ言動や行動に及ぶことのないようにすること。 

        イ 体操の競技で要求される要素と無関係な他の要素を誇張したり、もしくはすりかえようとするような服装（練習

着を含む）・装飾・化粧・表情・動作などをすることのないようにすること。 

        ウ マークについては、全国高体連体操専門部ＨＰの高校適用を参照とすること。 

 

10  連絡事項 

  (1)  セット・カットの際には選手の積極的な協力をお願いします。 

 (2)  動画・静止画撮影についての詳細は、別途送付データ「諸届等」ファイルを確認してください。 

  (3)  監督には審判・役員をお願いすることがありますのでご協力下さい。 

  (4)  参加申込書の記入に際し、氏名・所属は日本体操協会登録のものを正確に記入すること。また、個人ID番号を必ず記 

入すること。氏名等は登録の際に使用した字を正確に記入すること。 

  (5)  宿泊は各校にて手配してください。  

（6） 新型コロナウイルス感染症対策については別に定める。 

 

 

 

 

 

mailto:tsune27gym@yahoo.co.jp


【体操競技】 

11 参加基準 

 (1)  チーム選手権に参加できる数の制限はない。 

 (2)  個人戦に参加できる人数（各支部からの参加人数）：一部･二部とも１２名 （札幌支部３０名） 

 (3)  個人戦においては当番支部より全種別２名の参加者の追加を認める。但し、当番校を優先する。 

 

12  出場参加制限 

 (1)  選手の重複…個人競技出場は一部又は二部のいずれか１種別のみとする。 

  (2)  次の項目に該当する者は二部に出場できない。 

      ア  中学の３年間で中体連（支部大会を含む）に出場（エントリー）した者。 

イ  全道ジュニア大会（A～Cクラス）に出場（エントリー）した者。 

  (3)  選手の交代（チーム選手権） 

        ア  条  件       参加申込書に記載された正選手と補欠選手を交代させることができる。 

        イ  申込方法         所定の「選手交代申込書」に必要事項を記入し提出する。 

        ウ  提出期限及び提出先  監督会議場受付へ提出すること。なお、緊急の場合（急病又は怪我などでやむを得ず選 

手を交代させなければならない場合）は早急に、競技開始前までに競技委員長まで申請 

すること。それ以後の選手交代は認めない。 

 

13  編成等                                                                                           

  (1)  チ－ム選手権 

・ 一部のみ、学校単位１チ－ムとする。 

・ 監督１名・選手３または４名・チ－ムリ－ダ－１名・音楽係１名（女子のみ）、補欠２名まで。 

・ 二部選手の補欠について…チームの補欠は、一部チーム選手権または二部個人選手権のどちらかの出場を認める。 

（2） 個人選手権 

   ・ 一部・二部ともに監督１名・音楽係１名（女子のみ）。  

  (3)  課 程（全日制課程・定時制課程・通信制課程）ごとの生徒によるチ－ムであること。 

  (4)  演技続行不能証明書について 

     ① 公式練習及び競技中において、選手がけが等で演技が続行できなくなった時点で監督は競技委員長に申し出て認め 

られた場合、本人が治療等でその場にいなくても以降の演技は「棄権」ではなく「０．００」の得点が与えられる。 

     ② チームリーダー又は監督は、競技委員長が発行した「演技続行不能証明書」を携帯し、該当種目のD1審判に提示し 

なくてはならない。 

 

14  競技方法 

  チ－ム選手権：チ－ム得点は、各種目（男子６種目、女子４種目）の上位３名の得点を合計したものとし、全種目の合計得 

点により順位を決定する。 

個人選手権 ：一部二部 男子６種目、女子４種目合計得点により順位を決定する。 

種目別選手権：一部二部 各種目別の得点により順位を決定する。 

 

15  表彰 

(1)  チーム選手権：優勝校には優勝カップ、１～６位および１～３位の構成員に賞状を授与する。 

個人選手権 ：１～６位に賞状を授与する。 

種目別選手権：１～３位に賞状を授与する。 

 

16  全国高校総体出場資格（一部出場者対象） 

チーム選手権：男女各２チーム 

        個人選手権 ：チーム選手権出場資格取得者のほか男女各４名 

※全国高校総体参加申込〆切は６月２６日（月）です。参加料は、団体４５，０００円、個人４，５００円となります。 

 

 

 

 

 



【新体操】 

11 参加基準 

   (1)  チーム選手権に参加できる数の制限はない。 

   (2)  個人戦に参加できる人数（各支部からの参加人数） ……………………一部１０名   （札幌支部２０名） 

                                        ……………………二部女子１０名  （札幌支部２０名） 

   (3)  個人戦においては当番支部より全種別２名の参加者の追加を認める。但し、当番校を優先する。 

 

12  出場参加制限 

   (1)  選手の重複…個人競技出場は一部又は二部のいずれか１種別のみとする。 

    (2)  次の項目に該当する者は二部に出場できない。 

     ア 北海道高等学校体操競技・新体操選手権大会の二部個人総合優勝者。 

         イ 北海道中学校大会個人出場者。 

     ウ 北海道ジュニア新体操選手権大会Ａクラス出場者。 

    (3)  選手の交代（団体選手権） 

        ア  条  件       参加申込書に記載された正選手と補欠選手を交代させることができる。 

         イ  申込方法         所定の「選手交代申込書」に必要事項を記入し提出する。 

         ウ  提出期限及び提出先  監督会議場受付へ提出すること。なお、緊急の場合（急病又は怪我などでやむを得ず 

選手を交代させなければならない場合）は早急に、競技開始前までに競技委員長まで

申請すること。それ以後の選手交代は認めない。 

13  編成等                                                                                           

    (1)  団体選手権 

・一部のみ、学校単位１チームとする。 

・監督１名・選手６名・チームリーダー１名・音楽係１名、補欠２名まで。 

    (2)  個人選手権 

・音楽係１名をつけることができる。 

    (3)  課 程（全日制課程・定時制課程・通信制課程）ごとの生徒によるチ－ムであること。 

    (4)  演技続行不能証明書について 

      ① 公式練習及び競技中において、選手がけが等で演技が続行できなくなった時点で監督は競技委員長に申し出て認め

られた場合、本人が治療等でその場にいなくても以降の演技は「棄権」ではなく「０．００」の得点が与えられる。 

      ② チームリーダー又は監督は、競技委員長が発行した「演技続行不能証明書」を携帯し、該当種目のD1審判に提示し 

なくてはならない。 

 

14  競技方法 

男子 団体選手権  自由演技の得点により順位を決定する。 

個人選手権  「スティック」と「リング」の２種目の合計得点により順位を決定する。 

      種目別選手権 個人競技の各種目別得点により順位を決定する。 

   女子 団体選手権  自由演技の得点により順位を決定する。手具は「フープ５」とする。 

      個人選手権  一部 「ボール」・「クラブ」の２種目の合計得点により順位を決定する。 

二部 ５種目のうち１種目を選択し、その得点により順位を決定する。 

      種目別選手権 一部 一部のみとし、個人競技の各種目別得点により順位を決定する。 

 

15  表彰 

(1)   団体選手権 ：優勝校には優勝カップ、１～６位および１～３位の構成員に賞状を授与する。 

個人選手権 ：１～６位に賞状を授与する。 

種目別選手権：１～３位に賞状を授与する。 

 

16  全国高校総体出場資格（一部出場者対象） 

      団体選手権……………………男女各２チーム 

            個人選手権……………………男女各２名 

※全国高校総体参加申込〆切は６月２６日(月)です。参加料は、団体４５，０００円、個人４，５００円となります。 


